
＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

農
地
中
間
管
理
事
業
の
重
点
実
施
区
域
等
に
お
い
て
、担

い
手
へ
の
農
地
集
積
・集
約
化
を
加
速
化
し、
米
の
生
産
コ
ス
ト
の

早
期
か
つ
大
幅
な
削
減
等
の
た
め
、農
地
の
大
区
画
化
や
排
水

改
良
、水
管
理
の
省
力
化
等
の
た
め
の
整
備
を
推
進
。

＜
主
な
工
種
＞

区
画
整
理
、暗

渠
排
水
、農

業
用
用
排
水
施
設
整
備

等

農
地
の
更
な
る
大
区
画
化
・汎
用
化
の
推
進
＜
公
共
＞

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

18
,8

10
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・集
約
化
を
加
速
化
し、
米
の
生
産
コス
トの
早
期
か
つ
大
幅
な
削
減
等
の
た
め
、農
地
の
大
区
画
化
や
排
水
対
策
、水
管
理
の
省
力
化
等
の
た
め
の
整

備
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

担
い
手
の
米
の
生
産
コス
トが

9,
60

0円
/6

0k
gを
下
回
り、
か
つ
、同

コス
トが
お
お
む
ね

10
％
以
上
削
減
され
る
こと

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

1/
2

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
08
）

パ
イプ
ライ
ン
化

水
管
理
の
省
力
化
・合
理
化
を
可
能
とす
る
パ
イプ
ライ
ン
化
、地

下
か
ん
が
い
を
推
進

末
端
給
水
栓

＜
効
果
（
米
の
生
産
コス
トの
低
減
（
円

/6
0k

g）
＞

大
型
農
業
機
械
の
導
入
が
可
能
な
大

区
画
を
創
出

地
下
か
ん
が
い

＜
整
備
後
の
イメ
ー
ジ
＞

担
い
手
の
米
の
生
産
コス
ト

▲
46
％

（
＜

9,
60

0）

※
事
業
の
一
部
は
、直

轄
で
実
施
（
国
費
率

2/
3等

）

※
対
策
地
区
（

45
0地

区
）
に
お
け
る
計
画
値
の
平
均
値

（
円

/6
0k

g）

現
況

計
画
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水
田
の
畑
地
化
、畑

地
・樹
園
地
の
高
機
能
化
等
の
推
進
＜
公
共
＞
【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

44
,7

50
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

高
収
益
作
物
を
中
心
とし
た
営
農
体
系
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
、排

水
改
良
等
に
よ
る
水
田
の
畑
地
化
・汎
用
化
、区
画
拡
大
や
畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
畑

地
・樹
園
地
の
高
機
能
化
等
の
基
盤
整
備
を
推
進
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

事
業
実
施
区
域
に
お
い
て
、次

の
い
ず
れ
か
の
目
標
を
設
定

○
作
物
生
産
額
に
占
め
る
高
収
益
作
物
の
割
合
が
お
お
む
ね
８
割
以
上
とな
り、
か
つ
、高

収
益
作
物
に
係
る
生
産
額
が
お
お
む
ね

10
％
以
上
増
加
す
る
こと

○
作
物
生
産
額
に
占
め
る
高
収
益
作
物
の
割
合
が
お
お
む
ね
５
割
以
上
とな
り、
か
つ
、高

収
益
作
物
に
係
る
生
産
額
が
お
お
む
ね

50
％
以
上
増
加
す
る
こと

○
作
付
面
積
に
占
め
る
高
収
益
作
物
の
作
付
面
積
割
合
が
５
％
ポ
イン
ト以

上
増
加
す
る
こと

※
作
物
生
産
額
は
主
食
用
米
を
除
く作
物
生
産
額
を
対
象
とす
る
。

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

高
収
益
作
物
を
中
心
とし
た
営
農
体
系
へ
の
転
換
を
促
進
す
る
た
め
、

排
水
改
良
等
に
よ
る
水
田
の
畑
地
化
・汎
用
化
、農

地
の
区
画
拡
大
、

畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
等
に
よ
る
畑
地
・樹
園
地
の
高
機
能
化

等
の
基
盤
整
備
を
推
進
しま
す
。

＜
主
な
工
種
＞

区
画
整
理
、暗

渠
排
水
、農

業
用
用
排
水
施
設
整
備

等

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

1/
2等

1/
2等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
08
）

水
資
源
課

（
03

-3
50

2-
62

46
）

50
a程
度
以
上
で
整
備

傾
斜
小
（
３

°）

点
滴
か
ん
が
い

マ
ル
チ
栽
培

○
み
か
ん
の
マ
ル
チ
ドリ
ップ
灌
漑

大
区
画
化

か
ん
が
い

用
ホ
ー
ス

高
収
益
作
物
の
生
産
額
の
変
化

※
対
策
地
区
（

94
2地

区
）
に
お
け
る
目
標
値

（
計
画
値
）
の
平
均
値

45
％
増
加

0

大
型
機
械
の
導
入

ハ
ウ
ス
栽
培

＜
水
田
の
畑
地
化
・汎
用
化
＞

用
水
路

排
水
路

暗
渠
管

○
排
水
改
良
の
イメ
ー
ジ

水
甲

水
田
に
野
菜
等
を
導
入
で
き
る
よ
う

排
水
改
良
を
行
い
、か
ん
が
い
設
備

を
整
備

＜
畑
地
・樹
園
地
の
高
機
能
化
＞

※
事
業
の
一
部
は
、直

轄
で
実
施
（
国
費
率

2/
3等

）

（
百
万
円
）

現
況

計
画
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＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
大
型
機
械
化
体
系
に
対
応
し
た
草
地
整
備
事
業

大
型
機
械
に
よ
る
効
率
的
な
飼
料
生
産
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

草
地
・畑
の
一
体
的
整
備
、草
地
の
大
区
画
化
、排
水
不
良
の
改

善
等
を
推
進
しま
す
。

主
な
工
種
：
区
画
整
理
、暗

渠
排
水

等

２
．
家
畜
糞
尿
を
活
用
し
た
肥
培
か
ん
が
い
施
設
の
整
備

家
畜
ふ
ん
尿
を
発
酵
しス
ラリ
ー
とし
て
有
効
活
用
す
る
た
め
の
肥

培
か
ん
が
い
施
設
等
の
整
備
を
推
進
しま
す
。

主
な
工
種
：
肥
培
か
ん
が
い
施
設
、排

水
施
設

等

３
．
泥
炭
地
帯
に
お
け
る
草
地
の
排
水
不
良
の
改
善

土
壌
の
特
殊
性
に
起
因
す
る
地
盤
の
沈
下
に
よ
る
草
地
の
湛
水

被
害
等
に
対
処
す
る
整
備
を
推
進
しま
す
。

主
な
工
種
：
整
地
、暗

渠
排
水
、排

水
施
設

等

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
を
後
押
し
す
る
草
地
整
備
の
推
進
＜
公
共
＞

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

6,
44

0百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

肉
用
牛
・酪
農
の
生
産
基
盤
強
化
の
た
め
畜
産
クラ
ス
ター
計
画
を
策
定
した
地
域
に
お
い
て
、飼
料
作
物
の
単
位
面
積
当
た
りの
収
量
の
増
加
、生
産
コス
ト
の
削
減
に
資
す
る

草
地
の
大
区
画
化
等
の
ハ
ー
ド
整
備
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

飼
料
作
物
の
単
位
面
積
当
た
りの
収
量
が

25
%
以
上
増
加
す
る
こと

＜
事
業
の
流
れ
＞

国

都
道
府
県

都
道
府
県

事
業
指
定
法
人

1/
2等

1/
2等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

（
１
の
事
業
）
生
産
局
飼
料
課

（
03

-6
74

4-
23

99
）

農
村
振
興
局
農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
07
）

（
２
の
事
業
）

水
資
源
課

（
03

-3
50

2-
62

44
）

（
３
の
事
業
）

防
災
課

（
03

-3
50

2-
64

30
）

作
業

幅
：

9.
7
m

＜
整
備
前
＞

現
況
の
自
然
水
路
に
合
わ
せ
て
整
備

大
区
画
に
よ
る
効
率
的
な
飼
料
生
産

山
成
に
合
わ
せ
て
整
備

個
人
所
有
の
農
業
機
械
に
よ
る
作
業

大
型
作
業
機
械
に
よ
る
作
業

生
産
性
向
上
の
た
め
、緩

傾
斜
に
整
地

※
小
排
水
路
が
不
要
な
地

区
は

30
ha
区
画
、小

排
水
路
が
必
要
な
地
区
は
７

ha
程
度
の
区
画

作
業
幅
：

3.
2
m

＜
整
備
後
＞

急
傾
斜
地

作
業
幅
：

3.
2ｍ

作
業
幅
：

9.
7ｍ

急
傾
斜
地
→
緩
傾
斜
地

※
対
策
地
区
（

10
1地

区
）
に
お
け
る
目
標
値
（
計
画
値
）
の
平
均
値

＊
TD

N
とは
、飼

料
作
物
中
の
可
消
化
養
分
の
こと
を
い
い
、

TD
N

kg
/1

0a
は
栄
養
価
ベ
ー
ス
の
収
量
を
指
す

飼
料
作
物
の
単
位
面
積
当
た
り収
量

現
況

計
画

※
事
業
の
一
部
は
、直

轄
で
実
施
（
国
費
率

2/
3等

）

54
％
増
加

87



農
業
水
利
施
設
、た
め
池
等
の
防
災
・減
災
対
策
＜
公
共
＞

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

11
5,

51
9百

万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

激
甚
化
・頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
「流
域
治
水
」の
取
組
、基

幹
的
な
農
業
水
利
施
設
の
老
朽
化
対
策
や
豪
雨
・地
震
対
策
、た
め
池
の
防
災
・減
災
対
策
等
を
実

施
し、
農
村
地
域
の
防
災
・減
災
、国
土
強
靱
化
を
図
りま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
農
地
及
び
周
辺
地
域
の
湛
水
被
害
等
の
防
止

○
田
ん
ぼ
ダム
に
取
り組

む
水
田
の
面
積
の
増
加

○
更
新
が
必
要
と判

明
して
い
る
基
幹
的
農
業
水
利
施
設
へ
の
対
策
着
手

○
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
へ
の
防
災
・減
災
対
策
着
手

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
流
域
治
水
対
策
（
農
業
水
利
施
設
の
整
備
）

農
業
用
ダ
ム
の
洪
水
調
節
機
能
強
化
の
た
め
の
既
存
農
業
水
利
施
設

の
補
修
・更
新
、市

街
地
・集
落
を
含
む
農
村
地
域
の
排
水
対
策
の
た
め
の

農
業
水
利
施
設
の
整
備
を
推
進
しま
す
。

２
．
流
域
治
水
対
策
（
水
田
の
貯
留
機
能
向
上
）

水
田
の
貯
留
機
能
向
上
の
た
め
の
田
ん
ぼ
ダ
ム
等
に
取
り組

む
地
域
で
実

施
さ
れ
る
農
地
整
備
事
業
を
推
進
しま
す
。

３
．
農
業
水
利
施
設
等
の
老
朽
化
、豪
雨
・地
震
対
策

激
甚
化
・頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害
等
に
対
応
し
た
農
業
水
利
施
設
等
の

老
朽
化
対
策
、豪

雨
・地
震
対
策
、施

設
の
集
約
・再
編
等
を
含
め
た
適
切

な
整
備
を
推
進
しま
す
。

4．
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池
の
防
災
・減
災
対
策

近
年
増
加
し
て
い
る
自
然
災
害
に
備
え
た
、防

災
重
点
農
業
用
た
め
池
の

劣
化
状
況
評
価
、地

震
・豪
雨
耐
性
評
価
、統

廃
合
を
含
む
防
災
工
事
を

推
進
しま
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

1/
2等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
（
１
の
事
業
）
農
村
振
興
局
水
資
源
課

（
03

-3
59

2-
68

10
）

（
２
の
事
業
）

農
地
資
源
課
（

03
-6

74
4-

22
08
）

（
３
の
事
業
）

水
資
源
課

（
03

-6
74

4-
13

63
）

（
４
の
事
業
）

防
災
課

（
03

-6
74

4-
22

10
）

1/
2等

※
事
業
の
一
部
は
、直

轄
で
実
施
（
国
費
率

2/
3等

）

対
策
の
イ
メ
ー
ジ

集
中
豪
雨
・
地
震
等
の
自
然
災
害
の
激
甚
化


時
間

50
m

m
を
超
え
る
豪
雨
の
発
生
頻
度
は
近
年
増

加
傾
向
に
あ
り、
洪
水
、湛
水
被
害
等
が
激
化


南
海
トラ
フ地

震
の
被
害
想
定
エ
リア

に
は
全
国
の
基
幹
的
水
利
施
設
の
３

割
が
存
在


た
め
池
は
全
国
に

16
万
箇
所
。そ
の
うち
の

主
要
な
た
め
池
の
約
７
割
が
江
戸
時
代
以

前
の
築
造
で
、豪

雨
や
地
震
に
対
して
脆
弱

な
も
の
が
多
数

(回
)

(年
)

50
m

m
/h

rの
降
雨
発
生
回
数


老
朽
化
対
策
、豪

雨
・地
震
対
策

頭
首
工
堰
柱
の
耐
震
化

堰
柱
を
拡
幅


た
め
池
の
防
災
・減
災
対
策

堤
体
の
改
修

豪
雨
で
湛
水
した

集
落
排
水
施
設

豪
雨
に
よ
り決

壊
した
た
め
池

浸
水
した
排
水
ポ
ン
プ


流
域
治
水
対
策

農
業
用
ダム
の
改
修

：
期
間
に
わ
た
る
変
化
傾
向

農
地
整
備
と河

川
整
備
の
連
携

震
度
分
布

該
当
面
積

震
度
６
弱
以
上

約
7.

1万
km

2

震
度
６
強
以
上

約
2.

9万
km

2

震
度
７

約
0.

4万
km

2

出
典
：
内
閣
府
南
海
トラ
フの
巨
大
地
震
モ
デ
ル
検
討
会
資
料

南
海
トラ
フ地

震
を
は
じめ
、日

本
海
溝
・千
島
海
溝
型
地
震

な
どの
発
生
が
懸
念
。

農
地
整
備

堤
防
用
地
創
出
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海
岸
堤
防
等
の
防
災
・減
災
対
策
＜
公
共
＞

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

10
0百

万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

切
迫
性
の
高
い
大
規
模
地
震
・津
波
災
害
や
気
候
変
動
に
伴
い
激
甚
化
・頻
発
化
す
る
高
潮
・高
波
に
よ
る
浸
水
被
害
か
ら国

民
の
生
命
・財
産
を
守
り、
国
土
強
靱
化
を
推
進

す
る
た
め
、災
害
リス
ク
の
高
い
地
域
に
お
け
る
事
前
防
災
対
策
を
加
速
化
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

大
規
模
地
震
が
想
定
され
て
い
る
地
域
等
に
お
い
て
海
岸
堤
防
等
の
整
備
を
推
進

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
大
規
模
地
震
に
よ
る
津
波
や
ゼ
ロ

メ
ー
ト
ル
地
帯
の
高
潮
・高
波
な
どの
災
害
リス
クの
高
い
地
域

の
うち
、重

要
な
背
後
地
を
抱
え
る
地
域
に
お
い
て
、堤

防
・護

岸
等
の
新
設
・改
良
等
を
実
施
しま
す
。

＜
対
象
事
業
＞

・直
轄
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業
（
直
轄
）

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
防
災
課
（

03
-6

74
4-

21
99
）

○
今
後

30
年
以
内
の
大
規
模
地
震
の
発
生
確
率

切
迫
す
る
大
規
模
地
震
・
津
波
災
害
へ
の
対
応

太
平
洋
沿
岸
を
中
心
に
、全

国
的
に
地
震
発
生
確
率
が
高
く、
特
に
南
海

トラ
フ地

震
で
は

M
8～

M
9程

度
の
大
規
模
地
震
の
発
生
確
率
が

70
～

80
%
程
度
とな
って
い
る
状
況
。

○
海
岸
保
全
施
設
整
備
に
よ
る
地
震
・津
波
対
策

色
丹
沖
及
び
択
捉
島

（
M

7.
7~

8.
5前

後
）

60
%
程
度

根
室
沖

（
M

7.
7~

8.
5程

度
）

80
%
程
度

青
森
県
東
方
沖
及
び
岩
手
県
沖

北
部
（

M
7.

0~
7.

5前
後
）

90
%
以
上

宮
城
県
沖
（

M
7.

0~
7.

5程
度
）

90
%
程
度

茨
城
県
沖
（

M
7.

0~
7.

5前
後
）

80
%
程
度

相
模
トラ
フ沿

い
（

M
6.

7~
7.

3）
70

%
程
度

南
海
トラ
フ

（
M

8~
9ク
ラス
）

70
~

80
%

安
芸
灘

~
伊
予
灘

~
豊
後

水
道
の
プ
レ
ー
ト内

地
震

（
M

6.
7~

7.
4）

40
%
程
度

佐
渡
島
北
方
沖
の
地
震

（
M

7.
8 
程
度
）

3~
6%

秋
田
県
沖
の
地
震
（

M
7.

5程
度
）

3%
程
度
以
下

日
本
海
溝
寄
りの
プ
レ
ー
ト間

地
震

（
津
波
地
震
等
）
（

M
t8

.6
~

9.
0前

後
）

30
%
程
度

堤
防
の
地
盤
改
良
に
よ
る
耐
震
対
策

防
潮
堤
整
備
に
よ
る
津
波
対
策

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
高
潮
・
高
波
災
害
へ
の
対
応

○
近
年
襲
来
し
た
高
潮
・高
波
被
害
を
伴
った
大
型
台
風

令
和
元
年
台
風
第

19
号
で
は
、全

国
各
地
で
過

去
最
大
風
速
・最
高
潮
位

を
記
録
す
る
な
ど、
東
日
本

の
広
範
囲
で
浸
水
被
害
が

発
生
。

○
海
岸
保
全
施
設
整
備
に
よ
る
高
潮
・高
波
対
策

面
的
防
護
（
離
岸
堤
整
備
）
に
よ
る

高
潮
・高
波
対
策

護
岸
の
嵩
上
げ
改
良
に
よ
る

高
潮
・高
波
対
策

令
和
元
年
台
風
第

19
号
に
よ
る
浸
水
被
害

嵩
上
げ
後

嵩
上
げ
前

令
和
２
年
台
風
第

10
号
に
よ
る
護
岸
の
倒
壊

(出
典
：
地
震
調
査
研
究
推
進
本
部
事
務
局
公
表
資
料
を
元
に
作
成
）

令
和
２
年
台
風
第

10
号
で
は
、九

州
各
地
で
観

測
史
上
１
位
の
最
大
瞬

間
風
速
を
記
録
す
る
な
ど、

南
西
諸
島
や
九
州
を
中
心

に
暴
風
、高

潮
、高

波
被

害
が
発
生
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
国
費
率
：

2/
3

（
直
轄
事
業
）
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災
害
復
旧
等
事
業
＜
公
共
＞

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

10
1,

67
6 
百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

令
和
２
年

7月
豪
雨
等
に
よ
り被
災
し
た
農
地
・農
業
用
施
設
等
を
早
期
に
復
旧
す
る
た
め
の
災
害
復
旧
等
事
業
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

被
災
した
農
地
・農
業
用
施
設
等
の
速
や
か
な
復
旧
整
備

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
災
害
復
旧
事
業

10
0,

30
0
百
万
円

被
災
し
た
農
地
・農

業
用
施
設
等
の
復
旧
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、激

甚
災
害
等
に
お
い
て
復
旧
計
画
等
の
作
成
に
要
す
る
調
査
・設

計
等
の
費
用
を
支
援
しま
す
。

２
．
災
害
関
連
事
業

1,
37

6
百
万
円

再
度
災
害
防
止
の
た
め
、災

害
復
旧
事
業
と併

せ
て
隣
接
施
設
等
の

改
築
又
は
補
強
及
び
農
村
生
活
環
境
施
設
の
復
旧
等
を
実
施
しま
す
。

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
都
道
府
県

都
道
府
県

市
町
村
等

50
/1

00
、

65
/1

00
等

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
防
災
課
（

03
-6

74
4-

22
11
）


復
旧
と併

せ
た
区
画
整
備
例

被
災
し
た
農
地
・農
業
用
施
設
の
早
期
復
旧

再
度
災
害
防
止
の
た
め
の
施
設
改
築
・補
強
等

１
．
農
業
施
設
災
害
復
旧
事
業

２
．
農
業
施
設
災
害
関
連
事
業


畦
畔
の
復
旧
例


決
壊
し
た
た
め
池
の
復
旧
例


復
旧
と 併

せ
た
た
め
池
改
修
（
緊
急
放
流
工
の
設
置
）
例


農
村
生
活
環
境
施
設
（
集
落
排
水
施
設
）
の
復
旧
例

復 旧 復 旧

整 備 復 旧

整 備


水
路
の
復
旧
例

復 旧

※
農
家
一
戸
当
た
りの
事
業
費
に
よ
り、
補
助
率
の
嵩
上
げ
制
度
あ
り。
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中
山
間
地
域
所
得
確
保
対
策
＜
一
部
公
共
＞
【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

19
,9

89
百
万
円
（
優
先
枠
を
設
け
て
実
施
）
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、農

家
所
得
を
確
保
す
る
た
め
、マ
ー
ケ
ット
や
消
費
者
の
動
向
把
握
、生

産
・加
工
・流
通
・販
売
の
再
編
（
ス
マ
ー
トフ
ー
ドチ
ェー
ン
の
構
築
）
、国

内
外

の
販
路
拡
大
に
向
け
た
販
売
戦
略
の
検
討
等
、地
域
の
農
業
所
得
確
保
に
向
け
た
計
画
の
策
定
と実

践
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

実
施
地
域
に
お
い
て
、次

の
い
ず
れ
か
の
目
標
を
設
定

○
販
売
額
の

10
％
以
上
の
増
加
［
令
和
６
年
度
ま
で
］

○
流
通
・加
工
コス
トの

10
％
以
上
の
削
減
［
令
和
６
年
度
ま
で
］

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

中
山
間
地
農
業
ル
ネ
ッサ
ン
ス
事
業
の
地
域
別
農
業
振
興
計
画
を
策
定
済
み
の
地
域
に
お
い
て
、

地
域
の
農
業
所
得
確
保
に
向
け
た
実
践
的
な
計
画
策
定
と実

践
を
支
援
しま
す
。計

画
策
定
に

際
して
は
、マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
の
専
門
家
な
ど、
第
三
者
の
参
画
を
得
て
所
得
確
保
の
確
実
性
を
高
め

る
も
の
とし
ま
す
。

１
．
中
山
間
地
域
所
得
確
保
推
進
事
業

10
0百

万
円

①
マ
ー
ケ
ット
調
査

国
内
市
場
、海

外
市
場
に
関
す
る
調
査
を
実
施
しま
す
。

②
消
費
者
動
向
調
査

農
産
物
、農

産
物
加
工
品
に
関
す
る
動
向
調
査
を
実
施
しま
す
。

③
生
産
・加
工
・流
通
・販
売
現
況
調
査
・分
析

地
域
に
お
い
て
、農

業
生
産
、農

産
物
加
工
、そ
れ
らの
流
通
、販

売
に
関
す
る
現
況
を
調

査
・分
析
し、
生
産
か
ら販

売
ま
で
の
ネ
ット
ワ
ー
クの
再
構
築
や
ス
マ
ー
トフ
ー
ドチ
ェー
ン
構
築
検

討
を
実
施
しま
す
。

④
生
産
・販
売
戦
略
の
検
討

これ
らの
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
た
国
内
販
売
や
輸
出
戦
略
の
検
討
を
実
施
しま
す
。

⑤
中
山
間
地
域
所
得
確
保
計
画
の
作
成

⑥
計
画
の
実
践
（
販
路
拡
大
、ス
マ
ー
トフ
ー
ドチ
ェー
ン
の
構
築
等
）

２
．
関
連
事
業
に
よ
る
優
先
枠
の
設
定

19
,8

89
百
万
円

＜
事
業
の
流
れ
＞

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］
農
村
振
興
局
地
域
振
興
課
（

03
-3

50
2-

83
59
）

国
都
道
府
県

農
業
者
団
体
等

定
額

市
町
村

定
額

定
額

事
業
実
施
計
画
に
以
下
の
関
連
事
業
を
位
置
づ
け
た
地
域
は
、優

先
的
に
採
択
・配
分

○
水
田
の
畑
地
化
、畑

地
・樹
園
地
の
高
機
能
化
等
の
推
進

○
産
地
生
産
基
盤
パ
ワ
ー
ア
ップ
事
業

○
畜
産
・酪
農
収
益
力
強
化
整
備
等
特
別
対
策
事
業
（
畜
産
クラ
ス
ター
事
業
）

○
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

関
連
事
業
に
よ
る
優
先
枠
の
設
定

【1
98

.9
億
円
】

中
山
間
地
域
所
得
確
保
推
進
事
業

【１
億
円
】

計
画
策
定
に
係
る
調
査
・調
整
や
農
産
物
の
販
売
戦
略
の
策
定
、マ
ー
ケ
テ
ィン
グ
調
査
な
ど販

路
拡
大
の
取
組
等

［
実
施
主
体
］
地
方
公
共
団
体
等

［
補
助
率
］
定
額
（
最
大

50
0万

円
／
地
区
）

中
山
間
地
域
の
所
得
確
保
に
向
け
た
計
画
作
成
に
必
要
な
取
組
を
選
択
して
実
施

［
対
象
地
域
］
特
定
農
山
村
地
域
、振

興
山
村
地
域
、過

疎
地
域
、半

島
振
興
地
域
、離

島
振
興
地
域
、

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
の
特
別
豪
雪
地
帯
、急

傾
斜
地
帯
、農

林
統
計
上
の
中
山
間
地
域

等

マ
ー
ケ
ット
調
査
、消

費
者
動
向
調
査

生
産
・加
工
・流
通
・販
売
分
析

生
産
・販
売
戦
略
の
検
討

中
山
間
地
域
所
得
確
保
計
画
の
作
成

販
路
拡
大
等
、計

画
の
実
践
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シ
カ

5
4

サ
ル 8

そ
の
他

獣
類

1
9

カラ
ス

1
4

イノ
シ
シ

4
7

そ
の
他

鳥
類

1
5


農
作
物
被
害
額
の
推
移

＜
事
業
の
内
容
＞

＜
事
業
イ
メ
ー
ジ
＞

１
．
農
作
物
被
害
低
減
に
対
す
る
支
援

中
山
間
地
域
等
で
の
農
作
物
の
被
害
の
低
減
を図

るた
め
、

鳥
獣
の
侵
入
防
止
柵
の
整
備
を支

援
しま
す
。

２
．
捕
獲
者
の
人
材
育
成
等
に
対
す
る
支
援

効
率
的
・効
果
的
な
捕
獲
に
向
け
た
生
息
調
査
、現
場
で
の

実
践
的
な
捕
獲
者
育
成
研
修
の
実
施
等
を支

援
しま
す
。

３
．
ジ
ビエ
利
用
拡
大
に
対
す
る
支
援

捕
獲
活
動
の
強
化
に
伴
うジ
ビエ
へ
の
利
活
用
を促

進
す
るた
め
、

ジ
ビエ
処
理
加
工
施
設
と流
通
業
者
の
連
携
に
よ
る
販
売
促
進

等
を支

援
しま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

【令
和
２
年
度
第
３
次
補
正
予
算
額

2,
29

0百
万
円
】

＜
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
＞

中
山
間
地
域
等
で
の
生
産
基
盤
や
農
村
環
境
の
維
持
を
図
る
た
め
、侵
入
防
止
柵
の
整
備
とと
も
に
、捕
獲
活
動
の
強
化
等
を
図
る
こと
で
、生
産
基
盤
の
安
定
化
に
繋
げ
ま
す
。

ま
た
、捕
獲
し
た
鳥
獣
を
地
域
資
源
とし
て
活
か
す
た
め
、ジ
ビ
エ
とし
て
の
流
通
拡
大
に
向
け
た
取
組
を
支
援
しま
す
。

＜
事
業
目
標
＞

○
農
作
物
被
害
を
及
ぼ
す
シ
カ、
イノ
シ
シ
、サ
ル
の
対
策
強
化
（
生
息
頭
数
等
を
平
成

23
年
度
か
ら半

減
（
シ
カ、
イノ
シ
シ
で
約

20
0万

頭
）
［
令
和
５
年
度
ま
で
］
）

○
野
生
鳥
獣
の
ジ
ビエ
利
用
量
の
拡
大
（
令
和
元
年
度
か
ら倍

増
（

4,
00

0t
）
［
令
和
７
年
度
ま
で
］
）

＜
事
業
の
流
れ
＞

国
地
域
協
議
会

民
間
団
体
等

都
道
府
県

都
道
府
県

国
交
付

交
付

1/
2以

内
等


シ
カ・
イノ
シ
シ
の
捕
獲
状
況
と捕

獲
強
化

○
捕
獲
者
の
人
材
育
成
と併

せ
た

捕
獲
活
動
等

・捕
獲
現
場
に
お
い
て
人
材
育
成
と

併
せ
た
捕
獲
活
動
や
生
息
調
査

処
理
加
工
施
設

○
ジ
ビエ
の
利
用
拡
大

ジ
ビエ
を
扱
う

卸
業
者

卸
業
者

利
用
し
や
す
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